
 

 教科に関する調査報告【豊中市】小学校 国語の調査結果 

 

 

 

 

 

 

国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

〇正答率の分布は、総問題数１４問中、１１問の正答数を頂点

とする右寄りの山型に分布しています。 

〇レーダーチャートの描くラインは、全国の状況とほぼ同じ 

傾向を示しています。 

〇「話すこと・聞くこと」の領域で高い値を示し、「書くこと」

の領域、「記述式」で低い値を示しています。 

正答率の分布グラフ【小学校 国語】 
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無回答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

１一 

津田梅子の二つの業績を明確に伝える

ために、【スピーチメモ】と【スピーチ】

の練習で上野さんが話した構成の説明

として適切なものを選択する 

目的に応じ、話の

内容が明確になる

ようにスピーチの

構成を考える 

79.5  76.6  77.5  

１二 

津田梅子についての【スピーチ】の 

練習で、〈資料②〉と〈資料③〉を使った

理由の説明として適切なものを選択 

する 

資料を用いた目的

を理解する 
76.0  73.5  74.9  

１三 津田梅子についての【スピーチ】の 

練習の     の部分で話す内容 

として適切なものを選択する 

目的や意図に応じ、

資料を使って話す 83.7 80.0 81.0 

設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

（公立） 

１一 

津田梅子の二つの業績を明確に伝える

ために、【スピーチメモ】と【スピーチ】

の練習で上野さんが話した構成の説明

として適切なものを選択する 

目的に応じ、話の

内容が明確になる

ようにスピーチの

構成を考える 

1.0 0.3 0.3 

１二 

津田梅子についての【スピーチ】の 

練習で、〈資料②〉と〈資料③〉を使った

理由の説明として適切なものを選択 

する 

資料を用いた目的

を理解する 
1.3 0.5 0.4 

１三 
津田梅子についての【スピーチ】の 

練習の     の部分で話す内容 

として適切なものを選択する 

目的や意図に応じ、

資料を使って話す 1.1 0.4 0.4 

②自分の考えが伝わるように資料を活用する 

資料を用いる目的は、説明を補足すること、伝えた

いことを強調すること、聞き手に正確に理解しても

らうことや一緒に考えてもらうこと、新たな興味を

もってもらうことなどが考えられます。聞き手の立

場に立って、話す内容を見直すとともに、目的に応

じて、どのような資料を準備し、どのように使うか

ということを明確にすることが必要です。 

①話の内容を明確に伝えるために、構成を工夫する 

自分の考えや伝えたい内容を相手にわかりやすく

伝えるためには、具体的な相手や目的を意識して、

話の中心を明らかにすることが重要です。その上

で、意見や提案、報告などの話の種類やその特徴を

意識することが必要です。その際、話の内容が明確

になるように、事実と感想、意見とを区別したり、

詳しい説明を付け加えたりするなどの構成を工夫

することが大切です。 

― ここがポイント ― 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考えたり、資料を活用して自分の考えが伝わるように話したり 

することができるかどうかをみる問題。【話すこと・聞くこと】 

設問１ 

≪出題の趣旨≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問１三 目的や意図に応じ、資料を使って 

話すことができるかどうかをみる。

【話すこと・聞くこと】 

 

＊正解は２ 

 

Q.自分の考えが伝わるように資料を用いる際の

表現を工夫するためには？ 

 

A.資料を提示しながら話す仕方について検討 

 するためには、資料を用いる目的や意図を 

 明確にすることが重要です。目的や意図に 

 応じて、聞き手に提示する資料のどの部分に 

着目してほしいのか、また、どのような説明を

加えると話の内容を分かりやすく伝えられる

のかについて検討し、自分の表現に生かす 

ことが大切です。 

【豊中市の子どもたちの強みが見られた問題】 

正答率：83.7％（豊中市） 

         81.0％（全 国） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

２一 

面ファスナーに関する【資料】の文章が、何に

ついて、どのように書かれているかの説明として

適切なものを選択する 

文章全体の構成を捉え、

内容の中心となる事

柄を把握する 

82.4 77.2 77.6 

２二 

面ファスナーに関する【資料】の文章の中の 

「より」と同じ使い方として適切なものを選択

する 

思考に関わる語句の

使い方を理解し、話や

文章の中で使う 

89.7 87.5 87.5 

２三 

面ファスナーに関する【資料】を読み，メスト

ラルは、何をヒントに、どのような仕組みの 

面ファスナーを作り出したのかをまとめて書く 

目的に応じ、文章と図表

とを結び付けて必要

な情報を見付ける 

37.0 31.7 34.4 

２四 

面ファスナーに関する【資料】を読み、面ファ

スナーが、国際宇宙ステーションの中でどのように

使われているのかをまとめて書く 

目的を意識して、中心

となる語や文を見付

けて要約する 

31.7 26.8 29.7 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

２一 

面ファスナーに関する【資料】の文章が、何に

ついて、どのように書かれているかの説明として

適切なものを選択する 

文章全体の構成を捉え、

内容の中心となる事

柄を把握する 

1.2 0.5 0.4 

２二 

面ファスナーに関する【資料】の文章の中の 

「より」と同じ使い方として適切なものを選択

する 

思考に関わる語句の

使い方を理解し、話や

文章の中で使う 

1.2 0.4 0.3 

２三 

面ファスナーに関する【資料】を読み，メスト

ラルは、何をヒントに、どのような仕組みの 

面ファスナーを作り出したのかをまとめて書く 

目的に応じ、文章と図表

とを結び付けて必要

な情報を見付ける 

4.6 4.2 4.1 

２四 

面ファスナーに関する【資料】を読み、面ファ

スナーが、国際宇宙ステーションの中でどのように

使われているのかをまとめて書く 

目的を意識して、中心

となる語や文を見付

けて要約する 

6.5 5.8 5.5 

②思考に関わる語句の使い方を理解し、話や文章の

中で使う 

思考に関わる語句の使われ方を適切に捉えることは、

筆者が伝えたいことを正確に捉えることにつながり

ます。思考に関わる語句に着目して読んだり、話や

文章の中で適切に使ったりすることが重要です。 

①文章全体の構成を捉えて用紙を把握する 

本設問では、相川さんが読んだ【資料】が、何につ

いて、どのように書かれているかを捉えて読む 

ことが求められています。「書き手が文章で取り 

上げている内容の中心となる事柄」がどのように 

構成され、書かれているのか文章全体を通して捉え

ることが重要です。 

― ここがポイント ― 

③目的を意識して、中心となる語や文を見つけて 

要約する。 

文章を要約するためには、目的に応じて文章全体か

ら必要な部分を選び、内容を端的に説明することが

大切です。その際、要約する分量などについても目

的に応じて考えることも必要です。同じ文章を 

読んでも、読み手の目的によって内容の中心となる

語や文が異なる場合があるため、要約した文章も 

異なるものになることを確認することが大切です。 

正答率 

無回答率 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 

 

ここが豊中市の子どもたちの強み！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明的な文章を読んで文章全体の構成を捉え、目的に応じて中心となる語や文を見付けて要約したり、文章と図を 

結び付けるなどして必要な情報を見付けたりすることができるかどうかを見る。【読むこと、言語の特徴・使い方】 

設問２ 

≪出題の趣旨≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問２三 目的に応じ、文章と図表とを結び 

付けて必要な情報を見つけることが  

できるかどうかをみる。 

【読むこと、言語の特徴・使い方】 

 

Q.目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要 

な情報を見つけることができるためには？ 

 

A.図表などを含む文章を読む際には図表などが、 

文章のどの部分と結びつくのかを明らかにし、 

文章と図表などとの関係を捉えて読むことが

重要です。文章と図表などの情報を合わせて

読むことで、内容についてより深く理解したり

解釈したりすることができます。 

 

 

―正答例― 

メ 

ス 

ト 

ラ 

ル 

は 

、 

ゴ 

ボ 

ウ 

の 

実 

が 

犬 
の 
毛 

に 

か 

 

  

 

ら 

み 

つ 

い 

て 

い 

た 

こ 

と 

を 

ヒ 

ン 

ト 

に 

、 

か 
ぎ 

状 

h
i
n
n
t
o
n
i

メ 

ス 

ト 

ラ 

ル 

は
、 

ゴ 

ボ 

ウ 

の
実 

が 
犬 
の 

毛
に 

か 

 

  

 

の 

フ 

ッ 

ク 

が 

輪  

の 

形 

を 

し 

た 

ル 

ー 

プ 

に 

引 

っ 
か 

 

  

 

か 

る 

こ 

と 

で 

く 
 

っ 

つ 

く 

仕 
 

組 

み 

の 

面 

フ 

ァ 

ス 

ナ 

― 

を 

作 

り 

出 
 

し 

た 

。 

【豊中市の子どもたちの強みが見られた問題】 

正答率：37.0％（豊中市） 

         34.4％（全 国） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

３一 

丸山さんの【文章の下書き】の構成に

ついての説明として適切なものを選択

する 

自分の主張が明確に伝わるよ

うに，文章全体の構成や展開

を考える 

62.2 60.9 64.8 

３二 

丸山さんの【文章の下書き】の _ _ _ _ _ _ _ 

部を【西田さんの話】を用いて詳しく

書き直す 

目的や意図に応じて、理由を

明確にしながら、自分の考え

が伝わるように書き表し方を 

工夫する 

49.3 53.7 56.6 

３三 

（１） 

ア 

丸山さんの【文章の下書き】の中の_＿

部アを、漢字を使って書き表す 

（ころがっている） 

学年別漢字配当表に示され 

ている漢字を文の中で正しく

使う 

75.4 76.9 78.3 

３三 

（１） 

ウ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の_＿

部ウを、漢字を使って書き表す 

（つみ重ね） 

学年別漢字配当表に示され 

ている漢字を文の中で正しく

使う 

53.7 52.1 54.4 

３三 

（１） 

エ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の_＿

部エを、漢字を使って書き表す 

（げんいん） 

文の中における主語と述語と

の関係を捉える 
82.0 80.2 79.0 

３三 

（２） 

イ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の＿ 

部イで   部「残されています」の

主語として適切なものを選択する 

 

文の中における修飾と被修飾

との関係を捉える 
63.8 63.7 67.0 

３三 

（２） 

オ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の＿ 

部オで   部「すぐに」がくわしく

している言葉として適切なものを選択

する 

目的や意図に応じて、理由を

明確にしながら、自分の考えが

伝わるように書き表し方を 

工夫する 

46.9 44.1 43.6 

②文や文章の中で、漢字を正しく使う 

漢字については、日常生活の中で適切に使うことが

できるようにすることが重要です。そのためには、

読み方や字形に注意して繰り返し練習することに

とどまらず、本設問のように、自分が書いた文章を

読み返す中で、正しい使い方をできるようにするこ

とが大切です。 

― ここがポイント ― 

① 自 分 の 主 張 が 明 確 に 伝 わ る よ う に 、 

文章全体の構成や展開を考える。 

自分の主張を明確に伝えるためには、筋道の通った

文章であることが必要であり、文章全体の構成や展

開を考えて書くことが重要です。 

正答率 

③主語と述語の関係、修飾と被修飾との関係につい

て理解する 

主語と述語の関係や修飾と被修飾との関係に気を

付けて文を整えることが、自分の思いや考えを正確

に伝えるうえで重要です。 

ここが豊中市の子どもたちの課題！ 

 

ここが豊中市の子どもたちの課題！ 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

豊中市 

(公立) 

大阪府 

(公立) 

全国 

(公立) 

３一 

丸山さんの【文章の下書き】の構成に

ついての説明として適切なものを選択

する 

自分の主張が明確に伝わるよ

うに，文章全体の構成や展開

を考える 

5.4 2.6 2.1 

３二 

丸山さんの【文章の下書き】の _ _ _ _ _ _ _ 

部を【西田さんの話】を用いて詳しく

書き直す 

目的や意図に応じて、理由を

明確にしながら、自分の考えが

伝わるように書き表し方を 

工夫する 

14.0 10.1 9.6 

３三 

（１） 

ア 

丸山さんの【文章の下書き】の中の_＿

部アを、漢字を使って書き表す 

（ころがっている） 

学年別漢字配当表に示され 

ている漢字を文の中で正しく

使う 

13.2 9.3 8.8 

３三 

（１） 

ウ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の_＿

部ウを、漢字を使って書き表す 

（つみ重ね） 

学年別漢字配当表に示され 

ている漢字を文の中で正しく

使う 

18.6 14.9 14.4 

３三 

（１） 

エ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の_＿

部エを、漢字を使って書き表す 

（げんいん） 

文の中における主語と述語と

の関係を捉える 
10.3 7.0 6.6 

３三 

（２） 

イ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の＿ 

部イで   部「残されています」の

主語として適切なものを選択する 

文の中における修飾と被修飾

との関係を捉える 
9.3 4.7 3.8 

３三 

（２） 

オ 

丸山さんの【文章の下書き】の中の＿ 

部オで   部「すぐに」がくわしく

している言葉として適切なものを選択

する 

目的や意図に応じて、理由を

明確にしながら、自分の考えが

伝わるように書き表し方を 

工夫する 

10.1 5.0 4.1 

無回答率 

― ここがポイント ― 

無回答率を下げるために 

日ごろの授業において、すぐに答えが出ない課題でも

試行錯誤しながら粘り強く取り組むことが大切です。

一人で課題に取り組むことが難しい場合は、友だちと

一緒に課題に取り組みながら課題を解決していきま

す。 

小学校国語では、すべての問題において無回答率

が全国平均より高いことが課題です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問３ 

≪出題の趣旨≫ 

筋道の通った文章となるように文章全体の構成や展開を考えたり、目的や意図に応じて書き表し方を工夫したり

しながら、自分の考えを主張する文章を書くことができるかどうかをみる。【書くこと、言語の特徴・使い方】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪出題の趣旨≫ 

設問３二 目的に応じて、理由を明確にしながら、 

自分の考えが伝わるように書き表し方を 

     工夫することができるかどうかをみる 

【書くこと、言語の特徴・使い方】 

 

Q.目的や意図に応じて、自分の考えが伝わる 

ようにくわしく書くためには？ 

 

A.自分の考えが伝わるように書くためには、 

目的や意図に応じて、くわしく書く必要のある

場合や簡単に書いた方が効果的である場合を、

自ら判断して書くことが重要です。その上で、

事実と感想、意見とを区別して書くことができる

こと、自分の考えとそれを支える理由や事例など

といった関係性が明確になっているか、事例は

客観的な事実に裏付けられているかなどを 

確かめて、自分の考えを深めることができる 

ようにすることが大切です。 

 

 

【豊中市の子どもたちの課題が見られた問題】 

正答率：49.3％（豊中市） 

         56.6％（全 国） 

―正答例― 
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。 


